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学則の変更の趣旨等を記載した書類 

 

１ 学則変更（収容定員変更）の内容 

令和３年４月より、北海道科学大学の保健医療学部の看護学科と理学療法学科及び義肢

装具学科の収容定員を、下記の移行表の通り大学の収容定員の総数の増加を伴わない学科

間での振り替えにより変更する。 

＜保健医療学部（看護学科・理学療法学科・義肢装具学科）移行表＞ 

 

 

２ 学則変更（収容定員変更）の必要性 

保健医療学部の看護学科と理学療法学科は、昨今の進学需要や人材需要の動向を踏まえ

た上で、特に進学希望者の興味と関心や学修意欲に柔軟に応えつつ、学部教育における学

生の選択の幅や流動性を高めるとともに、大学教育の多様な発展に向けた特色ある教育研

究に取り組むことを目的として、平成２６年４月に開設した。 

開設以降、両学科では進学需要や人材需要への積極的な対応に向けて、設置計画に基づ

く教育研究の適切な履行に努めてきたことから、安定的な志願者数と入学者数を確保して

おり、近年の１８歳人口の減少期においても、入学者選抜の機能を十分に果たすことがで

きるだけの志願者確保の状況を維持している。 

今後、本学が地域社会に対して高等教育機関としての使命と役割をより一層果たしてい

くためには、看護学科と理学療法学科への進学希望者に対して、より広く教育を受ける機

会を提供することで高い進学需要に応えるとともに、より多くの有為な人材を輩出するこ

とで地域社会における保健医療分野の人的貢献を果たす必要があると考えている。 

今般、看護学科と理学療法学科における開設以降の志願者数を踏まえるとともに、現在
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の教育組織や教育内容及び教育環境などの整備状況を勘案した上で、受験生からの高い進

学需要への積極的な対応に向けて、入学者選抜の機能が低下しない範囲で、大学の収容定

員の総数の増加を伴わない学科間での振り替えによる収容定員の変更を行うこととした。 

一方、義肢装具学科は平成１８年４月に工学部福祉生体工学科義肢装具学専攻として設

置され、その後の改組改編を経て、平成２６年４月に看護学科、理学療法学科、診療放射

線学科の新設設置にあわせ保健医療学部の学科として組織されている。最近の当該学科に

おける志願者数の動向や入学者数の状況等を踏まえた上で、入学定員の一部を同一学部で

ある看護学科と理学療法学科へ振り替えることとし、義肢装具学科への入学者の実態に即

した適切な入学定員へと変更することとした。 

 

 

３ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 

（１）教育課程の変更内容 

保健医療学部の看護学科と理学療法学科及び義肢装具学科では、学部段階の専門教育

は、細分化された狭い分野を教えるだけでなく、基礎、基本を重視し、専門の骨格を正

確に把握させることが必要であるとともに、総合的な知識や技能を身に付けることがで

きるような幅広い教育を施すことが重要であることから、専門分野に関する幅広い基礎

的な知識や能力を身に付けることが可能となる授業科目を配置する教育課程の編成とし

ている。 

具体的には、専門分野の基礎的な理論や方法論と技術の修得を中心とする教育内容を

基礎としつつ、幅広い基礎力の修得を重視した教育課程の編成としている。合わせて、

教育上の目的を明確にし、それらを達成するために必要な科目区分の設定や科目区分の

科目構成、科目の対応関係、履修順序や配当年次などに配慮した体系的な教育課程の編

成としている。 

① 看護学科 

ア 教育課程の編成の方針 

看護学科では、高等教育の大衆化の進行と生涯学修への移行を踏まえ、学部段階

の専門教育では特定分野における完成教育というよりも、生涯学び続ける基礎を培

う、より普遍的な教育が求められている。このことから教養教育及び専門分野の基

礎・基本を重視した教育を行うことにより、専門的素養のある人材として活躍でき
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る基礎的能力や生涯学習のための基礎等を培うこととしている。 

特に、学部段階における看護教育は、看護生涯学習の出発点であることを踏まえ、

学部卒業後に看護専門職として就業し成長していく過程において、実務等を通じて

体得していくための資質や能力、あるいは継続的な教育や研修の機会等を通じて学

んで行くための資質や能力といった看護専門職に成長していく上で必要な看護基礎

教育を重視することとしている。 

また、平成２９年１０月に文部科学省の「大学における看護系人材養成の在り方

に関する検討会」において看護学教育モデル・コアカリキュラムが示されたことを

機に、教育課程がこれからの時代を担う看護師の養成として充分であるかを検討し

た。その結果、令和２年度入学生よりカリキュラム変更し、学士課程における看護

師養成教育の充実と社会に対する質保証に資するため、本学の理念である汎用性の

ある社会人の育成に加えて、看護学科のディプロマ・ポリシーを踏まえた上で、領

域や発達段階を超えて対象者を一人の生活者として捉えて看護を実践できる人材の

育成を担った教育内容に変更している。 

具体的には、「専門教育科目」を看護師学校養成所指定規則の教育内容に則した教

育課程の編成とし、その際、４年間の教育期間内において、教育研究上の目的や人

材養成の目的等を確実に達成するとともに、看護基礎教育の重要性を踏まえた上で、

教育課程が過密とならないように配慮している。教育内容を精選し、必要な授業科

目の優先順位を踏まえた配置とすることにより、単位制度の実質化による学修時間

を確保することでの質の確保を目指すこととしている。 

イ 教育課程の編成の考え方 

（a）基本教育科目 

「基本教育科目」は、人類の文化や社会に関する知識の理解と知的活動でも職

業生活や社会生活でも必要となる汎用的な技能、社会人として求められる態度や

志向性と自らが立てた新たな課題を解決するための創造的思考力を習得するとい

う人材養成の目的を達成するために、「学習力の養成」、「思考力の養成」、「表現力

の養成」、「人間力の養成」、「人間の理解」、「社会の理解」、「健康の実践」の各科

目群から構成している。 

科目群ごとの授業科目数と単位数は、「学習力の養成」４科目４単位、「思考力

の養成」５科目５単位、「表現力の養成」７科目７単位、「人間力の養成」４科目
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４単位、「人間の理解」４科目８単位、「社会の理解」４科目８単位、「健康の実践」

２科目２単位としており、「基本教育科目」全体として、必修科目１５科目１５単

位、選択科目１５科目２３単位の合計３０科目３８単位を配置している。 

（b）専門教育科目 

「専門教育科目」は、看護師学校養成所指定規則の教育内容に則した上で、「専

門基礎教育科目」と「専門教育科目」から編成しており、「専門基礎教育科目」は、

専門分野の理解を助けることを目的として、「人体の構造と機能」、「疾病の成り立

ちと回復の促進」、「健康支援と社会保障制度」の３領域から編成し、「専門教育科

目」は、基礎・基本を重視し、専門の骨格を正確に把握させるとともに、科目間

の関係や履修の順序、単位数等に配慮し、系統性と順次生のある教育課程を編成

することから、専門教育を体系的に展開する「看護の基本」、「看護の展開」、「看

護の統合と実践」、「看護の発展と関連」、「看護の研究」、「卒業研究」の６領域か

ら編成している。 

「専門基礎教育科目」の授業科目数と単位数は、「人体の構造と機能」４科目７

単位、「疾病の成り立ちと回復の促進」６科目９単位、「健康支援と社会保障制度」

５科目７単位を配置し、「専門教育科目」の授業科目数と単位数は、「看護の基本」

１１科目１３単位、「看護の展開」３４科目４４単位、「看護の統合と実践」１０

科目１２単位、「看護の発展と関連」４科目５単位、「看護の研究」２科目４単位、

「卒業研究」１科目４単位としており、「専門基礎教育科目」を含む「専門教育科

目」全体として、必修科目７０科目９８単位、選択科目７科目７単位の合計７７

科目１０５単位を配置し、４年間の授業全体を通して、専門的な知識や能力を体

系的に身に付けるための教育課程の編成としている。 

また、看護学科では、学生が学修目標に沿った適切な授業科目の履修のもとに、

円滑に単位を取得することが可能となるよう教育課程編成・実施の方針を具体化

し、可視化して共有できるカリキュラムフローとカリキュラムマップ及び養成す

る具体的な人材像に対応した履修モデルを示しており、学生の興味と関心や卒業

後の進路に応じた適切な授業科目の履修が可能となるよう配慮している。 

このように看護学科では、人材養成の目的を達成するために、体系性かつ順次

性のある教育課程の編成としており、収容定員を変更した場合でも教育上の支障

はないものと考えていることから、収容定員の変更に伴う教育課程の変更は行わ
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ないが、今後とも必要に応じて教育課程のさらなる整備と充実に努めることとす

る。 

② 理学療法学科 

ア 教育課程の編成の方針 

理学療法学科では、高等教育の大衆化の進行と生涯学習への移行を踏まえ、学部

段階の専門教育では特定分野における完成教育というよりも、生涯学び続ける基礎

を培う、より普遍的な教育が求められている。このことから教養教育及び専門分野

の基礎・基本を重視した教育を行うことにより、専門的素養のある人材として活躍

できる基礎的能力や生涯学習の基礎等を培うこととしている。 

特に、学部段階における理学療法学教育は、理学療法士としての生涯学習の出発

点であることを踏まえ、学部卒業後に理学療法士として就業し成長していく過程に

おいて、実務等を通じて体得していくための資質や能力、あるいは継続的な教育や

研修の機会等を通じて学んで行くための資質や能力といった理学療法士に成長して

いく上で必要な基礎教育を重視することとしている。 

また、平成３０年１０月に文部科学省厚生労働省令第四号「理学療法士作業療法

士学校養成施設指定規則の一部を改正する省令」が告示されたことを機に、教育課

程がこれからの時代を担う理学療法士の養成として充分であるかを検討した。その

結果、令和２年度入学生よりカリキュラム変更し、学士課程における理学療法士養

成教育の充実と社会に対する質保証に資するため、本学の基本理念である科学的市

民（豊かな人間性とともに、基盤能力と専門性を併せ持ち、専門職としての役割を

主体的に果たせる人材）の育成に加えて、理学療法学科のディプロマ・ポリシーを

踏まえた教育内容に変更している。 

具体的には、「専門教育科目」を理学療法士学校養成所指定規則の教育内容に則し

た教育課程の編成とし、その際、４年間の教育期間内において、教育研究上の目的

や人材養成の目的等を確実に達成するとともに、基礎教育の重要性を踏まえた上で、

教育課程が過密とならないように配慮している。教育内容を精選し、必要な授業科

目の優先順位を踏まえた配置とすることにより、単位制度の実質化による学修時間

を確保することでの質の確保を目指すこととしている。 

 

 



 

－6－ 

 

イ 教育課程の編成の考え方 

（a）基本教育科目 

「基本教育科目」は、人類の文化や社会に関する知識の理解と知的活動でも職

業生活や社会生活でも必要となる汎用的な技能、社会人として求められる態度や

志向性と自らが立てた新たな課題を解決するための創造的思考力を習得するとい

う人材養成の目的を達成するために、「学習力の養成」、「思考力の養成」、「表現力

の養成」、「人間力の養成｣、「人間の理解」、「社会の理解」、「健康の実践」の各科

目群から構成している。 

科目群ごとの授業科目数と単位数は、「学習力の養成」４科目４単位、「思考力

の養成」５科目５単位、「表現力の養成」７科目７単位、「人間力の養成」４科目

４単位、「人間の理解」４科目８単位、「社会の理解」４科目８単位、「健康の実践」

２科目２単位としており、「基本教育科目」全体として、必修科目１５科目１５単

位、選択科目１５科目２３単位の合計３０科目３８単位を配置している。 

（b）専門教育科目 

「専門教育科目」は、理学療法士学校養成所指定規則の教育内容に則した上で、

「専門基礎教育科目」と「専門教育科目」から構成しており、「専門基礎教育科目」

は、専門分野の理解を助けることを目的として、「人体の構造と機能及び心身の発

達」、「疾病と障害の成り立ち及び回復過程の促進」、「保健医療福祉とリハビリテ

ーションの理念」の３領域から編成し、「専門教育科目」は、基礎・基本を重視し、

専門の骨格を正確に把握させるとともに、科目間の関係や履修の順序、単位数等

に配慮し、系統性と順次生のある教育課程を編成することから、専門教育を体系

的に展開する「基礎理学療法学」、「理学療法管理学」、「理学療法評価学」、「理学

療法治療学」、「地域理学療法学」の５領域に加えて、「臨床実習」、「総合科目」、

「卒業研究」から編成している。 

「専門基礎教育科目」の授業科目数と単位数は、「人体の構造と機能及び心身の

発達」１０科目１５単位、「疾病と障害の成り立ち及び回復過程の促進」１２科目

１７単位、「保健医療福祉とリハビリテーションの理念」５科目５単位を配置し、

「専門教育科目」の授業科目数と単位数は、「基礎理学療法学」４科目７単位、「理

学療法管理学」１科目２単位、「理学療法評価学」５科目６単位、「理学療法治療

学」１８科目２２単位、「地域理学療法学」３科目３単位、「臨床実習」５科目２
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０単位、「総合科目」２科目２単位、「卒業研究」１科目４単位を配置しており、「専

門基礎教育科目」を含む「専門教育科目」全体として、必修科目６２科目９９単位、

選択科目４科目４単位の合計６６科目１０３単位を配置し、４年間の授業全体を

通して、専門的な知識や能力を体系的に身に付けるための教育課程の編成として

いる。 

また、理学療法学科では、学生が学修目標に沿った適切な授業科目の履修のも

とに、円滑に単位を取得することが可能となるよう教育課程編成・実施の方針を

具体化し、可視化して共有できるカリキュラムフローとカリキュラムマップ及び

養成する具体的な人材像に対応した履修モデルを示しており、学生の興味と関心

や卒業後の進路に応じた適切な授業科目の履修が可能となるよう配慮している。 

このように理学療法学科では、人材養成の目的を達成するために、体系性かつ

順次性のある教育課程の編成としており、収容定員を変更した場合でも教育上の

支障はないものと考えていることから、収容定員の変更に伴う教育課程の変更は

行わないが、今後とも必要に応じて教育課程のさらなる整備と充実に努めること

とする。 

③ 義肢装具学科 

ア 教育課程の編成の方針 

義肢装具学科では、高等教育の大衆化の進行と生涯学習への移行を踏まえ、学部

段階の専門教育では特定分野における完成教育というよりも、生涯学び続ける基礎

を培う、より普遍的な教育が求められている。このことから教養教育及び専門分野

の基礎・基本を重視した教育を行うことにより、専門的素養のある人材として活躍

できる基礎的能力や生涯学習の基礎等を培うこととしている。 

特に、学部段階における義肢装具学教育は、義肢装具士としての生涯学習の出発

点であることを踏まえ、学部卒業後に義肢装具士として就業し成長していく過程に

おいて、実務等を通じて体得していくための資質や能力、あるいは継続的な教育や

研修の機会等を通じて学んで行くための資質や能力といった義肢装具士に成長して

いく上で必要な基礎教育を重視することとしている。 

具体的には、「専門教育科目」を義肢装具士学校養成所指定規則の教育内容に則し

た教育課程の編成とし、その際、４年間の教育期間内において、教育研究上の目的

や人材養成の目的等を確実に達成するとともに、基礎教育の重要性を踏まえた上で、
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教育課程が過密とならないように配慮している。教育内容を精選し、必要な授業科

目の優先順位を踏まえた配置とすることにより、単位制度の実質化による学修時間

を確保することでの質の確保を目指すこととしている。 

イ 教育課程の編成の考え方 

（a）基本教育科目 

「基本教育科目｣は、人類の文化や社会に関する知識の理解と知的活動でも職業

生活や社会生活でも必要となる汎用的な技能、社会人として求められる態度や志

向性と自らが立てた新たな課題を解決するための創造的思考力を習得するという

人材養成の目的を達成するために、「学習力の養成｣、「思考力の養成｣、「表現力の

養成｣、「人間力の養成｣、「人間の理解｣、「社会の理解｣、「健康の実践｣の各科目群

から構成している。 

科目群ごとの授業科目数と単位数は、「学習力の養成｣４科目４単位、「思考力の

養成｣５科目５単位、「表現力の養成」７科目７単位、「人間力の養成」４科目４単

位、「人間の理解」４科目８単位、「社会の理解」４科目８単位、「健康の実践」２

科目２単位としており、「基本教育科目」全体として、必修科目１５科目１５単位、

選択科目１５科目２３単位の合計３０科目３８単位を配置している。 

（b）専門教育科目 

「専門教育科目」は、義肢装具士学校養成所指定規則の教育内容に則した上で、

専門分野の理解を助けることを目的とする「専門基礎教育科目」と基礎・基本を

重視し、専門の骨格を正確に把握させる「専門教育科目」に加えて、「関連科目」、

「卒業研究」から編成している。 

「専門教育科目」の授業科目数と単位数は、「専門基礎教育科目」２０科目３４

単位、「専門教育科目」４０科目８０単位、「関連科目」３科目５単位、「卒業研究」

１科目６単位を配置しており、「専門教育科目」全体として、必修科目４８科目９

７単位、選択科目１６科目２８単位の合計６４科目１２５単位を配置し、４年間

の授業全体を通して、専門的な知識や能力を体系的に身につけるための教育課程

の編成としている。 

また、義肢装具学科では、学生が学修目標に沿った適切な授業科目の履修のも

とに、円滑に単位を取得することが可能となるよう教育課程編成・実施の方針を

具体化し、可視化して共有できるカリキュラムフローとカリキュラムマップ及び
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養成する具体的な人材像に対応した履修モデルを示しており、学生の興味と関心

や卒業後の進路に応じた適切な授業科目の履修が可能となるよう配慮している。 

このように義肢装具学科では、人材養成の目的を達成するために、体系性かつ

順次性のある教育課程の編成としており、収容定員を変更した場合でも教育上の

支障はないものと考えていることから、収容定員の変更に伴う教育課程の変更は

行わないが、今後とも必要に応じて教育課程のさらなる整備と充実に努めること

とする。 

（２）教育方法及び履修指導方法の変更内容 

① 教育方法 

看護学科と理学療法学科及び義肢装具学科の授業方法は、学説や物事などの意味や

内容の理解を目的とする教育内容は、講義形式による授業形態を採ることとし、知識

や技能を実践に応用する能力の修得を目的とする教育内容は、演習形式及び実習形式

による授業形態を採っている。 

授業の内容に応じた学生数の設定については、授業の内容や方法、施設や設備の状

況、実践・実習や演習・研究の指導体制などの教育上の諸条件を考慮して、教育効果

を十分にあげられる人数としている。授業形態別の最大受講者数は、講義科目及び演

習科目は入学定員での編成を基本としているが、特に演習科目については内容により

クラス分けまたは複数教員が同時に一教室で授業を行う形態で学習効率を高めている。

実習科目については、看護学科・理学療法学科の実習はすべて臨地実習で構成され、

その一部を学内において事前事後の学修にあてている。義肢装具学科の学内実習は入

学定員で編成しているが、各実習に複数教員を配置し、各々の状況に合わせた指導が

行えるようにしている。 

配当年次は、基礎から応用へと体系的な学修が可能となるよう配慮しており、専門

教育においては、専門分野の教育内容ごとに、知識、技能、応用といった授業の内容

と科目間の関係や履修の順序に留意するとともに、単位制度の制度設計の観点を踏ま

えて、特定の学年や学期において偏りのある履修登録がなされないような配当として

いる。 

授業方法は、学生の能動的な学修への参加を促すことから、教室内でのグループ・

ディスカッション、グループ・ワーク等をはじめとする教授方法を取り入れることに

よる能動的学修を導入するとともに、学生の自由な発想力と創造性や感性を養い、実
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践的な調査力や分析力及び問題発見・解決能力を高めることから、身近な問題や事例

を素材とするグループ協同作業で学ぶ問題解決型の学習方式を導入している。 

また、単位制度の実質化の観点を踏まえた上で、学生の主体的な学修を促し、教室

における授業と教室外の学修を合わせ、充実した授業を展開することにより学習効果

を高めることから、卒業の要件として学生が修得すべき単位数について、１年間に履

修科目として登録することができる標準的な単位数の上限を４４単位と定めている。 

さらに、卒業時における学生の質を確保する観点から、予め学生に対して各授業に

おける学修目標やその目標を達成するための授業の方法や計画等を明示した上で、成

績評価基準や卒業認定基準を提示し、これに基づき厳格な評価を行うとともに、客観

的な評価基準の適用及び厳格な成績評価の方法としてＧＰＡ制度を導入している。 

このように看護学科と理学療法学科及び義肢装具学科では、教育の質保障の観点を

踏まえた上で、教育方法の整備と充実に努めており、収容定員を変更した場合でも教

育上の支障はないものと考えていることから、収容定員の変更に伴う教育方法の変更

は行わないが、今後とも必要に応じて教育方法のさらなる整備と充実に努めることと

する。 

② 履修指導方法 

履修指導方法は、授業を受ける学生に対して、教員が相談に応じる専用の時間を設

けることにより、個別のきめ細やかな履修指導を行う体制を整えるとともに、学期ご

とに学年別の履修ガイダンスを実施した上で、学生の適性や能力に応じて学生の履修

科目の選択に関する助言を学科専任教員が行う。なお、専門的な職員を配置し、履修

規則等に対する個別の履修相談に応じるなど、学生への履修指導体制を整備している。 

また、学部教育段階では、基礎的な専門知識や技能を確実に修得させることに重点

を置くことが重要であるとの認識のもとに、各専門分野の学問体系と学修段階に即し

た授業科目を配置しているとともに、単位制度の実質化を図る観点から、特定の学期

における偏りのある履修登録を避け、学生が学修目標に沿った適切な授業科目の履修

が可能となるよう養成する具体的な人材像に対応した履修モデルを提示している。 

このように、本学では、教育の質保証システムの整備と確立に向けて、個別の学生

に対する履修指導体制を整えていることから、収容定員を変更した場合でも教育上の

支障はないものと考えている。収容定員の変更に伴う履修指導方法の変更は行わない

が、今後も履修指導の充実に努めることとする。 
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（３）教員組織の変更内容 

教員組織については、教育課程の編成方針を踏まえた上で、主要分野の授業科目数や

単位数、授業形態に応じて、各教育内容における教育上、研究上または実務上の優れた

知識、能力及び実績を有する専任教員を配置しており、年齢構成においても特定の年齢

層に偏ることのないよう配慮した組織としている。 

① 看護学科 

看護学科の収容定員を変更した場合、大学設置基準に定める基準教員数は１２人と

なるが、看護学科では、現在、基準教員数を上回る２１人の専任教員を配置しており、

専任教員の職位別の配置状況は、教授６人、准教授５人、講師７人、助教３人、年齢

構成は、３０歳代３人、４０歳代６人、５０歳代１１人、６０歳代以上１人から構成

し、教育研究水準の維持向上や教育研究の活性化に支障のないよう配慮した教員組織

としている。 

看護学科では、開設以降、教員組織の充実に向けて、経年的な整備に取り組んでき

たことから、今般の収容定員の変更に伴う教員組織の変更は行わないが、収容定員が

増えることを踏まえて、今後とも必要に応じて教員組織のさらなる充実に努めること

としている。 

② 理学療法学科 

理学療法学科の収容定員を変更した場合、大学設置基準に定める基準教員数は８人

となるが、理学療法学科では、現在、基準教員数を上回る１２人の専任教員を配置し

ており、専任教員の職位別の配置状況は、教授４人、准教授４人、助教４人、年齢構

成は、３０歳代５人、４０歳代３人、５０歳代１人、６０歳代以上３人から構成し、

教育研究水準の維持向上や教育研究の活性化に支障のないよう配慮した教員組織とし

ている。 

理学療法学科では、開設以降、教員組織の充実に向けて、経年的な整備に取り組ん

できたことから、今般の収容定員の変更に伴う教員組織の変更は行わないが、収容定

員が増えることを踏まえて、今後とも必要に応じて教員組織のさらなる充実に努める

こととしている。 

③ 義肢装具学科 

義肢装具学科の収容定員を変更した場合、大学設置基準に定める基準教員数は８人

となるが、義肢装具学科では、現在、基準教員数を上回る１０人の専任教員を配置し
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ており、専任教員の職位別の配置状況は、教授５人、准教授１人、講師２人、助教２

人、年齢構成は、３０歳代３人、４０歳代３人、５０歳代３人、６０歳代以上１人か

ら構成し、教育研究水準の維持向上や教育研究の活性化に支障のないよう配慮した教

員組織としている。 

義肢装具学科では、開設以降、教員組織の充実に向けて、経年的な整備に取り組ん

できたことから、今般の収容定員の変更に伴う教員組織の変更は行わないが、今後と

も必要に応じて教員組織のさらなる充実に努めることとしている。 

（４）施設・設備の変更内容 

① 校地・運動場 

看護学科と理学療法学科及び義肢装具学科を設置している前田キャンパスは札幌市

手稲区前田に位置し、キャンパス全体の校地の総面積は２９１，０９６㎡で、そのう

ち本学の専用及び共用分は２８６，９３５㎡を有し、学生の休息、その他の利用のた

めの適当な空地を含む十分な校地面積が確保されており、大学教育に相応しい環境を

整えている。 

運動場は、１２７，２５５㎡の面積を確保しており、運動用設備としては、野球場

をはじめ、サッカー場、ラグビー場、テニスコート６面などを備え、主に学生の課外

活動を中心として利用している。 

② 施設・設備 

看護学科と理学療法学科及び義肢装具学科を設置している前田キャンパスは、現在、

１９棟の校舎等の施設があり、キャンパス全体の校舎等の総面積は８５，３２０㎡で、

そのうち本学の専用及び共用分は８１，６０４㎡を有している。 

教育研究に必要となる主要な教室等の内訳としては、講義室７２室、演習室１４０

室、実験実習室２３２室の他、専任教員の研究室１９６室、非常勤教員室、図書館、

学長室、副学長室、会議室、事務室、医務室・学生相談室、学生自習室、学生控室（ホ

ール・ラウンジ）、学生更衣室、学生食堂、体育館などを整備している。 

設備については、看護学科と理学療法学科及び義肢装具学科の授業科目や授業形態

を実施するために必要となる教具・校具など合わせて備品２，２２４点を有している

（保健医療学部全体の共用分を含む）。 

図書館については、現在、北海道科学大学と北海道科学大学短期大学部が共用する

図書館として運用されており、その面積は５，３７１㎡で１階２階合わせて４８７の
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閲覧席があり、学生・教員の教育研究の場として十分な座席数を確保している。 

図書館システムは、検索システム（ＯＰＡＣ）を導入し、学内の所蔵資料の検索、

貸出等を一元的に行っている他、図書館内には、キャレルデスクを設置した個別学習

室２室（合計８６席）、少人数での研究会やミーティング等に利用できるグループ学習

室５室、ＡＶ視聴室が設置されている。 

また、１階には講演会や発表会等に利用できる８３人が収容可能なＡＶホールおよ

びグループ学習や展示会など多目的に利用できる図書館ひろば、図書資料の閲覧も可

能なＰＣプラザでは、有線ＬＡＮ環境や学生利用のためのカラーレーザープリンタが

設置されており、授業や自学自習に多くの学生が利用し、多目的施設としての機能も

備えている。 

図書等については、現在、大学全体で和書約１８７，０２５冊、外国書約３３，２

７５冊、学術雑誌約２，３２５種、視聴覚資料約２，３６１点を所蔵しており、保健

医療学部及び保健医療学研究科において整備してきた専門図書は約５，６３８冊、ま

た、電子ジャーナルやデータベース等については、メディカルオンラインや医中誌Ｗ

ＥＢなどを整備している。 

さらに、本学の図書館では、日本図書館協会や私立大学図書館協会への加盟をはじ

め、国立情報学研究所の目録所在情報サービスに加盟しているほか、各種研修会等で

の情報交換や文献複写、相互貸借等や北海道地区大学図書館協議会相互利用サービス

にも加盟し、他大学の図書館との連携を図っている。 

このように、看護学科と理学療法学科及び義肢装具学科を設置している前田キャン

パスでは、教育研究環境の整備に積極的に取り組み、特に施設・設備については充実

した環境を整えていることから、学則変更（収容定員変更）に伴う施設・設備の変更

は行わないが、今後とも必要に応じて施設・設備の継続的な整備に努めることとして

いる。 
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